
 

 

Ⅴ 教育学部で取得できる各種資格 

 

 

教育学部では、必要な科目を履修し単位を修得することで教育職員免許状（以下「教員免許状」と

いう）が取得できます。 

取得できる教員免許状の種類は次の表のとおりです。教員免許状の取得のためには、卒業に必要な

単位を修得するほか「教育職員免許法・同施行規則（以下「免許法」という」に定められている科目

を履修し単位を修得するとともに、小学校、中学校もしくは高等学校、特別支援学校での教育実習が

必要です。 

複数の教員免許状の取得を希望する場合は、４年間の履修計画をしっかり立てておかないと取得で

きないこともありますので注意してください。 

 

教育学部が課程認定を受けている教員免許状 

学科 教員免許状の種類（免許教科・特別支援教育領域） 

教育学科 

小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状（保健体育） 

高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者に関する教育の領域） 

（肢体不自由者に関する教育の領域） 

             （病弱者（身体虚弱者を含む。）に関する教育の領域） 

 ※所属するコースによって、取得可能な教員免許状は異なります。また、特別支援学校教諭免許状

を取得するためには、基礎免許として小学校教諭免許状、中学校教諭免許状（保健体育）又は高

等学校教諭免許状（保健体育）のいずれかの免許を取得しなければなりません。 

 

（１）小学校教育コースでの教員免許状の種類（教科／領域） 

【主専攻免許】小学校教諭一種免許状 

＊【副専攻免許】中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

＊【副専攻免許】特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病） 

＊いずれか１つを選択できる。 

（２）保健体育教育コースでの教員免許状の種類（教科／領域） 

【主専攻免許】中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

【副専攻免許】特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病） 

 

 ※小学校教諭一種免許状（以下「小一種免」）、中学校教諭一種免許状（以下「中一種免」）、高等学

校教諭一種免許状（以下「高一種免」）、特別支援学校教諭一種免許状（以下「特支一種免」）とい

う。 

 

１ 教育職員免許状 

 

 

【２０１６～２０１８年度入学生】 

１．教員免許状取得に必要な科目と必要単位数 

教員免許状取得に必要な科目および必要単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法に定める科目

区分で次のように定められています。この区分ごとの必要単位数と、基礎資格として学士の学位を

取得することで教員免許状の取得が可能となります。 

なお、小一種免及び中一種免を取得する場合には、介護等体験が必要です。ただし、特支一種免

を取得する者は、介護等体験は免除されます。しかし、特支一種免が取得できなければこの免除は

適用されず、小一種免及び中一種免の取得に必要な単位をすべて取得していたとしてもいずれの教

員免許状も取得はできません。 

［2018 年度以前入学生］ 

  最低修得単位数 

小一種免 
中一種免 

（保健体育） 

高一種免 

（保健体育） 
特支一種免 

①教育職員免許法施行規則 

 第６６条の６に定める科目 
８単位 ８単位 ８単位 

 

②教職に関する科目 ４１単位 ３１単位 ２３単位  

③教科に関する科目 ８単位 ２０単位 ２０単位  

④教科又は教職に関する科目 １０単位 ８単位 １６単位  

⑤特別支援教育に関する科目    ２６単位 

合  計 ６７単位 ６７単位 ６７単位 ２６単位 

 ※免許法で定められた単位数であり、本学の教育学部が設定した単位数とは異なります。 

 

２ ． 教 育 学 部 に お け る 開 講 科 目  

 教育学部では、免許法の定めに沿って免許状ごとに科目を開講しています。教員免許状の取得に

必要な科目数は、質の高い教員養成を行うために免許法に定められた科目数以上に開設しています。

次の表（①～⑤）の備考欄の必修・選択は教員免許状取得のもので、卒業のための必修とは異なり

ます。 

 

(１)小学校教諭一種免許状の開講科目 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（小一種免）   ［2018 年度以前入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

合計 ８ 必修８単位 

これらの科目は、中・高一種免と同じですので、中・高一種免を取得する場合は再度履修 

する必要はありません。

－ 100 － － 101 －



 

 

【２０１８年度以前入学生】 

１．教員免許状取得に必要な科目と必要単位数 

教員免許状取得に必要な科目および必要単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法に定める科目

区分で次のように定められています。この区分ごとの必要単位数と、基礎資格として学士の学位を

取得することで教員免許状の取得が可能となります。 

なお、小一種免及び中一種免を取得する場合には、介護等体験が必要です。ただし、特支一種免

を取得する者は、介護等体験は免除されます。しかし、特支一種免が取得できなければこの免除は

適用されず、小一種免及び中一種免の取得に必要な単位をすべて取得していたとしてもいずれの教

員免許状も取得はできません。 

［2018 年度以前入学生］ 

  最低修得単位数 

小一種免 
中一種免 

（保健体育） 

高一種免 

（保健体育） 
特支一種免 

①教育職員免許法施行規則 

 第６６条の６に定める科目 
８単位 ８単位 ８単位 

 

②教職に関する科目 ４１単位 ３１単位 ２３単位  

③教科に関する科目 ８単位 ２０単位 ２０単位  

④教科又は教職に関する科目 １０単位 ８単位 １６単位  

⑤特別支援教育に関する科目    ２６単位 

合  計 ６７単位 ６７単位 ６７単位 ２６単位 

 ※免許法で定められた単位数であり、本学の教育学部が設定した単位数とは異なります。 

 

２ ． 教 育 学 部 に お け る 開 講 科 目  

 教育学部では、免許法の定めに沿って免許状ごとに科目を開講しています。教員免許状の取得に

必要な科目数は、質の高い教員養成を行うために免許法に定められた科目数以上に開設しています。

次の表（①～⑤）の備考欄の必修・選択は教員免許状取得のもので、卒業のための必修とは異なり

ます。 

 

(１)小学校教諭一種免許状の開講科目 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（小一種免）   ［2018 年度以前入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

合計 ８ 必修８単位 

これらの科目は、中・高一種免と同じですので、中・高一種免を取得する場合は再度履修 

する必要はありません。

－ 100 － － 101 －
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②教職に関する科目（小一種免）                  ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分等 教育学部開講科目 

科目 各科目に含める必要事項 
単位

数 
授業科目 単位数 

配当

年次 
備考 

教職の意

義に関す

る科目 

教職の意義及び教員の役割 

２ 教職論 ※１ ２ １ 必修 
教員の職務内容（研修、服務及

身分保障等を含む。） 

進路選択に資する各種の機会の

提供等 

教育の基

本理念に

関する科

目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

６ 

教育原論 ※１ ２ １ 必修 

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程（障害のあり

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程を含む。） 

学校教育心理学 ※１ ２ １ 必修 

教育に関する社会的、制度的又

は経営的事項 
教育行政学 ※１ ２ ３ 必修 

教育課程

及び指導

法に関す

る科目 

教育課程の意義及び編成の方法 ２ 教育課程論Ａ ２ ２ 必修 

各教科の指導法 14 

教科教育法（国語） ２ ２ 必修 

教科教育法（社会） ２ ２ 必修 

教科教育法（算数） ２ ２ 必修 

教科教育法（理科） ２ ２ 必修 

教科教育法（生活） ２ ３ 必修 

教科教育法（音楽） ２ ３ 必修 

教科教育法（図画工作） ２ ３ 必修 

教科教育法（家庭） ２ ３ 必修 

教科教育法（体育） ２ ２ 必修 

道徳の指導法 ２ 道徳教育の指導法Ａ  ２ １ 必修 

特別活動の指導法 ２ 特別活動の指導法Ａ ２ ２ 必修 

教育の方法及び技術（情報機器

及び教材の活用を含む。） 
２ 教育方法・技術論Ａ ２ ３ 必修 

生徒指導、

教育相談及

び進路指導

に関する科

目 

生徒指導の理論及び方法 

４ 

生徒指導論・進路指導論Ａ ２ ３ 必修 
進路指導の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の理

論及び方法 

教育相談Ａ ２ ３ 必修 

教育実習 ５ 教育実習Ａ ５ ３ 必修 

教職実践演習 ２ 教職実践演習 ※１ ２ ４ 必修 

必要単位数  41 必修４５単位 

ア ※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

イ 「教育実習 A」を履修するためには、前提科目の履修が必要です。 

ウ 「教職実践演習」を履修するためには、１年次から「学習点検シート」を提出していること

が必要です。また、この科目の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

 

 

③教科に関する科目（小一種免）                  ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める

科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

国語（書写を含む。） 
国語科概論Ⅰ ２ １ 必修 

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ２ 必修 

社会 
社会科概論Ⅰ ２ １ 必修 

社会科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

算数 
算数科概論Ⅰ ２ １ 必修 

算数科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

理科 
理科概論Ⅰ ２ １ 必修 

理科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

生活 生活科概論 ２ ２ 必修 

音楽 
音楽科概論 ２ ２ 必修 

器楽演習 ２ ３ 選択 

図画工作 図画工作科概論 ２ ２ 必修 

家庭 家庭科概論 ２ ２ 必修 

体育 体育科概論 ２ 1 必修 

必要単位数 ８単位 必修２６単位、選択２単位 

 

④教科又は教職に関する科目（小一種免）            ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

教科又は教職に関する科目 小学校英語 ２ ３ 必修 

必要単位数 １０単位 必修２単位 

開設しているのは、１科目２単位だけです。不足する単位数は、②の教職に関する科目、③の教科

に関する科目の修得単位のうち、免許法に定める必要単位数を超えて修得した単位数を充当します。 

 

(２)中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）の開講科目 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（中・高一種免）  ［2018 年度以前入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

必要単位数 ８ 必修８単位 

－ 102 － － 103 －



 

 

③教科に関する科目（小一種免）                  ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める

科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

国語（書写を含む。） 
国語科概論Ⅰ ２ １ 必修 

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ２ 必修 

社会 
社会科概論Ⅰ ２ １ 必修 

社会科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

算数 
算数科概論Ⅰ ２ １ 必修 

算数科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

理科 
理科概論Ⅰ ２ １ 必修 

理科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

生活 生活科概論 ２ ２ 必修 

音楽 
音楽科概論 ２ ２ 必修 

器楽演習 ２ ３ 選択 

図画工作 図画工作科概論 ２ ２ 必修 

家庭 家庭科概論 ２ ２ 必修 

体育 体育科概論 ２ 1 必修 

必要単位数 ８単位 必修２６単位、選択２単位 

 

④教科又は教職に関する科目（小一種免）            ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

教科又は教職に関する科目 小学校英語 ２ ３ 必修 

必要単位数 １０単位 必修２単位 

開設しているのは、１科目２単位だけです。不足する単位数は、②の教職に関する科目、③の教科

に関する科目の修得単位のうち、免許法に定める必要単位数を超えて修得した単位数を充当します。 

 

(２)中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）の開講科目 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（中・高一種免）  ［2018 年度以前入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

必要単位数 ８ 必修８単位 

－ 102 － － 103 －
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②教職に関する科目（中・高一種免）                 ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分等 教育学部開講科目 

科目 各科目に含める必要事項 
単

位

数 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教職の

意義に

関する

科目 

教職の意義及び教員の役割 

２ 教職論 ※１ ２ １ 必修 
教員の職務内容（研修、服務及身

分保障等を含む。） 

進路選択に資する各種の機会の

提供等 

教育の

基本理

念に関

する科

目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

６ 

教育原論 ※１ ２ １ 必修 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程（障害のあり幼

児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程を含む。） 

学校教育心理学 ※１ ２ １ 必修 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項 
教育行政学 ※１ ２ ３ 必修 

教育課

程及び

指導法

に関す

る科目 

教育課程の意義及び編成の方法 ２ 教育課程論 B ２ ２ 必修 

各教科の指導法 ４ 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ２ 必修 

保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ 必修 

保健体育科教育法Ⅲ ２ ２ いずれか
選択必修 保健体育科教育法Ⅳ ２ ３ 

道徳の指導法 ２ 道徳教育の指導法 B※２ ２ １ 
中免のみ
必修 

特別活動の指導法 ２ 特別活動の指導法 B ２ ２ 必修 

教育の方法及び技術（情報機器及

び教材の活用を含む。） 
２ 教育方法・技術論 B ２ ３ 必修 

生徒指

導、教育

相談及び

進路指導

に関する

科目 

生徒指導の理論及び方法 

４ 

生徒指導論・進路指導論 B ２ ３ 必修 
進路指導の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 

教育相談 B ２ ３ 必修 

教育実習 ５ 教育実習 B ５ ３ 必修 

教職実践演習 ２ 教職実践演習 ※１ ２ ４ 必修 

必要単位数   中一種免（３１単位） 

高一種免（２３単位） 

中一種免（必修３３単位、選択２単位） 

高一種免（必修３１単位、選択４単位） 

免許法に定める必要単位数を超えて修得した単位は④の大学が独自に関する科目に充当します 

ア ※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

イ ※２ 「道徳教育の指導法 B」は、中一種免のみ必修ですが、高一種免では④の教科又は教職に

関する科目の必修です。 

ウ 「教育実習 B」を履修するためには、前提科目の履修が必要です。 

エ 「教職実践演習」を履修するためには、１年次から「学習点検シート」を提出していることが

必要です。また、この科目の履修は、教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

 

 

③教科に関する科目（中・高一種免 共通）              ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

体育実技 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（水泳Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（器械運動Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（柔道Ⅰ） １ １ いずれか 

選択必修 体育実技（剣道Ⅰ） １ １ 

体育実技（ダンスⅠ） １ ２ 必修 

球技（バレーボール） １ ２ 必修 

球技（バスケットボール） １ ２ 必修 

「体育原理、体育心理学、体育経営管理

学、体育社会学、体育史」及び運動学（運

動方法学を含む） 

体育原理 ２ １ 必修 

体育心理学 ２ ２ 必修 

体育経営論 ２ ３ 必修 

体育社会学 ２ ３ 必修 

体育史 ２ ３ 必修 

運動学・運動方法学 ２ ２ 必修 

生理学（運動生理学を含む） 生理学（運動生理学を含む） ２ １ 必修 

衛生学及び公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ２ 必修 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安

全及び救急処置を含む） 

学校保健（小児保健・学校安

全を含む） 
２ ２ 必修 

精神保健学 ２ ３ 必修 

運動療法（救急処置を含む） ２ ２ 必修 

必要単位数 中一種免（２０単位） 

高一種免（２０単位） 

中一種免（必修２８単位、選択必修１単位） 

高一種免（必修２８単位、選択必修１単位） 

 

④教科又は教職に関する科目（高一種免）               ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教科又は教職に関する科目 道徳教育の指導法Ｂ ２ １ 
高免のみ

必修 

   必要単位数  中一種免（８単位） 

         高一種免（１６単位） 
高一種免（必修２単位） 

開設しているのは、高一種免の１科目２単位だけです。中一種免の開設はありません。不足する

単位数は、②の教職に関する科目、③の教科に関する科目の修得単位のうち、免許法に定める必要

単位数を超えて修得した単位数を充当します。 

－ 104 － － 105 －



 

 

③教科に関する科目（中・高一種免 共通）              ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

体育実技 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（水泳Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（器械運動Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（柔道Ⅰ） １ １ いずれか 

選択必修 体育実技（剣道Ⅰ） １ １ 

体育実技（ダンスⅠ） １ ２ 必修 

球技（バレーボール） １ ２ 必修 

球技（バスケットボール） １ ２ 必修 

「体育原理、体育心理学、体育経営管理

学、体育社会学、体育史」及び運動学（運

動方法学を含む） 

体育原理 ２ １ 必修 

体育心理学 ２ ２ 必修 

体育経営論 ２ ３ 必修 

体育社会学 ２ ３ 必修 

体育史 ２ ３ 必修 

運動学・運動方法学 ２ ２ 必修 

生理学（運動生理学を含む） 生理学（運動生理学を含む） ２ １ 必修 

衛生学及び公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ２ 必修 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安

全及び救急処置を含む） 

学校保健（小児保健・学校安

全を含む） 
２ ２ 必修 

精神保健学 ２ ３ 必修 

運動療法（救急処置を含む） ２ ２ 必修 

必要単位数 中一種免（２０単位） 

高一種免（２０単位） 

中一種免（必修２８単位、選択必修１単位） 

高一種免（必修２８単位、選択必修１単位） 

 

④教科又は教職に関する科目（高一種免）               ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教科又は教職に関する科目 道徳教育の指導法Ｂ ２ １ 
高免のみ

必修 

   必要単位数  中一種免（８単位） 

         高一種免（１６単位） 
高一種免（必修２単位） 

開設しているのは、高一種免の１科目２単位だけです。中一種免の開設はありません。不足する

単位数は、②の教職に関する科目、③の教科に関する科目の修得単位のうち、免許法に定める必要

単位数を超えて修得した単位数を充当します。 
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（３）特別支援学校教諭一種免許状の開講科目 

⑤特別支援教育に関する科目                     ［2018 年度以前入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

特別支援教育の基礎理論に関する科

目 
２ 特別支援教育論 ２ １ 必修 

特別支援教

育領域に関

する科目 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の心

理、生理及び病理に関

する科目 

16 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ １ 

必修 
肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ２ 

病弱者の心理・生理・病理 ２ ２ 

知的障害者の発達と心理 ２ ２ 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の教

育課程及び指導法 

に関する科目 

障害児の教育課程 ２ ２ 

必修 
知的障害教育指導法 ２ ３ 

肢体不自由教育指導法 ２ ３ 

病弱教育指導法 ２ ３ 

免許状に定

められるこ

ととなる特

別支援教育

領域以外の

領域に関す

る科目 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の心

理、生理及び病理に関

する科目 
５ 

重複障害教育総論 ２ ３ 

必修 言語障害教育総論 ２ ３ 

感覚障害教育総論 ２ ３ 
心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の教

育課程及び指導法に関

する科目   

ＬＤ・ＡＤＨＤ教育総論 ２ ４ 必修 

情緒障害教育総論 ２ ４ 選択 

心身に障害のある幼児、児童又は

生徒についての教育実習 
３ 教育実習Ｃ ３ ４ 必修 

必要単位数 ２６単位 必修２９単位、選択２単位 

小学校教育コース、保健体育教育コースとも副専攻免許として特別支援学校教諭一種免許状を取

得することが可能です。また、副専攻免許が必要でなくても授業を受けたいという場合は、教育実

習Ｃを除く科目を履修することができます。 

 

３．教育実習 

（１）教育実習の時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、小学校は４週間、中学校は３週間、高等学校は３週間、特別支援学校は２週

間と学校種によって異なります。また、実習校により期間が延長される場合があります。 

 

（２）教育実習履修要件 

教育実習を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要件を

満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

  

①「教育実習 A」（小一種免）                ［2018 年度以前入学生］ 

ア．教職に関する科目 

・★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

・★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末

までに修得） 

・□の科目を当該年度で履修登録していること。 

 

 

・◎の科目の内、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

イ．教科に関する科目 

・＊の科目の内、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ウ．介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 

エ．教育実習時に「学校インターンシップＡⅠ」「学校インターンシップＡⅡ」を履修済みであ

ることが望ましい。 

オ．学習点検シートを毎年度提出していること。 

                               ［2018 年度以前入学生］ 

履修

年次 
教職に関する科目 教科に関する科目 

１

年

次 

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法Ａ ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

２
年
次 

特別活動の指導法Ａ ２ ☆ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) ２ ＊ 

教育課程論Ａ ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

３

年

次 

教科教育法（生活） ２ ◎ 小学校英語 ２  

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教育方法・技術論Ａ ２ □    

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論Ａ ２     

教育相談Ａ ２     

教育実習Ａ ５     

 

②「教育実習 B」（中・高一種免）              ［2018 年度以前入学生］ 

ア．教職に関する科目 

・★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

・★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末

までに修得） 

・□の科目を当該年度で履修登録していること。 

・●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

イ．教科に関する科目 

・「講義科目」の内、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 

・「実技科目」の内、＊の科目を含む５単位以上を履修していること。 

ウ．介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 

エ．教育実習時に「学校インターンシップＢⅠ」「学校インターンシップＢⅡ」を履修済みであ

ることが望ましい。 

オ．学習点検シートを毎年度提出していること。 
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・◎の科目の内、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

イ．教科に関する科目 

・＊の科目の内、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ウ．介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 

エ．教育実習時に「学校インターンシップＡⅠ」「学校インターンシップＡⅡ」を履修済みであ

ることが望ましい。 

オ．学習点検シートを毎年度提出していること。 

                               ［2018 年度以前入学生］ 

履修

年次 
教職に関する科目 教科に関する科目 

１

年

次 

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法Ａ ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

２
年
次 

特別活動の指導法Ａ ２ ☆ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) ２ ＊ 

教育課程論Ａ ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

３

年

次 

教科教育法（生活） ２ ◎ 小学校英語 ２  

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教育方法・技術論Ａ ２ □    

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論Ａ ２     

教育相談Ａ ２     

教育実習Ａ ５     

 

②「教育実習 B」（中・高一種免）              ［2018 年度以前入学生］ 

ア．教職に関する科目 

・★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

・★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末

までに修得） 

・□の科目を当該年度で履修登録していること。 

・●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

イ．教科に関する科目 

・「講義科目」の内、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 

・「実技科目」の内、＊の科目を含む５単位以上を履修していること。 

ウ．介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 

エ．教育実習時に「学校インターンシップＢⅠ」「学校インターンシップＢⅡ」を履修済みであ

ることが望ましい。 

オ．学習点検シートを毎年度提出していること。 
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［2018 年度以前入学生］ 

履修 

年次 
教職に関する科目 

教科に関する科目 

講義科目 実技科目 

１
年
次 

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学（運動生理学

を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    体育実技（器械運動Ⅰ） １  

道徳教育の指導法Ｂ ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

      体育実技（剣道Ⅰ） １  

２
年
次 

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

特別活動の指導法Ｂ ２ ☆ 衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

教育課程論Ｂ ２  
学校保健（小児保

健・学校安全を含む） 
２  

球技（バスケットボー

ル） 
１  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２  
運動療法(救急処置

を含む） 
２  

 
  

３
年
次 

教育方法・技術論Ｂ ２ □ 体育経営論 ２     

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指

導論Ｂ 
２  精神保健学 ２     

教育相談Ｂ ２        

教育実習Ｂ ５        

 

③「教育実習 C」（特支一種免）                   ［2018 年度以前入学生］ 

ア．特別支援教育に関する科目 

・☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

イ．小学校又は中学校、高等学校の教育職員免許状を取得見込みであること。 

    ［2018 年度以前入学生］ 

履修 

年次 
特別支援教育に関する科目 

１
年
次 

特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２
年
次 

知的障害者の発達と心理 ２  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

３
年
次 

知的障害教育指導法 ２ ☆ 

肢体不自由教育指導法 ２ ☆ 

病弱教育指導法 ２ ☆ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４
年
次 

ＬＤ・ＡＤＨＤ教育総論 ２  

情緒障害教育総論 ２  

教育実習Ｃ ３  

 

 

【２０１９年度入学生】 

 免許法の改正に伴い、２０１９年度入学生からは新しい免許法に定められた科目の履修となります。 

 

１．教員免許状取得に必要な科目と必要単位数 

 教員免許状取得に必要な科目および最低修得単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法に定める

科目区分で次のように定められています。この区分ごとの必要単位数と、基礎資格として学士の学

位を取得することで教員免許状の取得が可能となります。 

 なお、小一種免及び中一種免を取得する場合には、介護等体験が必要です。ただし、特支一種免

を取得する者は、介護等体験は免状されます。しかし、特支一種免が取得できなければこの免除は

適用されず、小一種免及び中一種免の取得に必要な単位をすべて取得していたとしてもいずれの教

員免許状も取得はできません。 

［2019 年度入学生］ 

 最低修得単位数 

小一種免 
中一種免 

（保健体育） 

高一種免 

（保健体育） 
特支一種免 

①教育職員免許法施行規則 

 第６６条の６に定める科目 
８単位 ８単位 ８単位 

 

②教科及び教科の指導法に関す

る科目 
３０単位 ２８単位 ２４単位 

 

③教育の基礎的理解に関する科

目等 
２７単位 ２７単位 ２３単位 

 

④大学が独自に設定する科目 ２単位 ４単位 １２単位  

⑤特別支援教育に関する科目    ２６単位 

合  計 ６７単位 ６７単位 ６７単位 ２６単位 

※免許法で定められた単位数であり、本学の教育学部が設定した単位数とは異なります。 

 

２ ． 教 育 学 部 に お け る 開 講 科 目  

 教育学部では、教育職員免許法の定めに沿って免許状ごとに科目を開講しています。教員免許状

の取得に必要な科目数は、質の高い教員養成を行うために免許法に定められた科目数以上に開設し

ています。次の表（①～⑤）の備考欄の必修・選択は教員免許状取得のもので、卒業のための必修

とは異なります。 

 

(１)小学校教諭一種免許状の開講科目 

 ①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（小一種免）     ［2019 年度入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

合計 ８ 必修８単位 

 これらの科目は、中・高一種免と同じですので、中・高一種免を取得する場合は再度履修する必要

はありません。 

－ 108 － － 109 －



 

 

【２０１９年度入学生】 

 免許法の改正に伴い、２０１９年度入学生からは新しい免許法に定められた科目の履修となります。 

 

１．教員免許状取得に必要な科目と必要単位数 

 教員免許状取得に必要な科目および最低修得単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法に定める

科目区分で次のように定められています。この区分ごとの必要単位数と、基礎資格として学士の学

位を取得することで教員免許状の取得が可能となります。 

 なお、小一種免及び中一種免を取得する場合には、介護等体験が必要です。ただし、特支一種免

を取得する者は、介護等体験は免状されます。しかし、特支一種免が取得できなければこの免除は

適用されず、小一種免及び中一種免の取得に必要な単位をすべて取得していたとしてもいずれの教

員免許状も取得はできません。 

［2019 年度入学生］ 

 最低修得単位数 

小一種免 
中一種免 

（保健体育） 

高一種免 

（保健体育） 
特支一種免 

①教育職員免許法施行規則 

 第６６条の６に定める科目 
８単位 ８単位 ８単位 

 

②教科及び教科の指導法に関す

る科目 
３０単位 ２８単位 ２４単位 

 

③教育の基礎的理解に関する科

目等 
２７単位 ２７単位 ２３単位 

 

④大学が独自に設定する科目 ２単位 ４単位 １２単位  

⑤特別支援教育に関する科目    ２６単位 

合  計 ６７単位 ６７単位 ６７単位 ２６単位 

※免許法で定められた単位数であり、本学の教育学部が設定した単位数とは異なります。 

 

２ ． 教 育 学 部 に お け る 開 講 科 目  

 教育学部では、教育職員免許法の定めに沿って免許状ごとに科目を開講しています。教員免許状

の取得に必要な科目数は、質の高い教員養成を行うために免許法に定められた科目数以上に開設し

ています。次の表（①～⑤）の備考欄の必修・選択は教員免許状取得のもので、卒業のための必修

とは異なります。 

 

(１)小学校教諭一種免許状の開講科目 

 ①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（小一種免）     ［2019 年度入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

合計 ８ 必修８単位 

 これらの科目は、中・高一種免と同じですので、中・高一種免を取得する場合は再度履修する必要

はありません。 
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第
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部（
教
育
学
部
）



 

 

②教科及び教科の指導法に関する科目（小一種免）             ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項 

国語（書写を含む。） 
国語科概論Ⅰ ２ １ 必修 

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ２ 必修 

社会 
社会科概論Ⅰ ２ １ 必修 

社会科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

算数 
算数科概論Ⅰ ２ １ 必修 

算数科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

理科 
理科概論Ⅰ ２ １ 必修 

理科概論Ⅱ ２ ２ 必修 

生活 生活科概論 ２ ２ 必修 

音楽 
音楽科概論 ２ ２ 必修 

器楽演習 ２ ３ 選択 

図画工作 図画工作科概論 ２ ２ 必修 

家庭 家庭科概論 ２ ２ 必修 

体育 体育科概論 ２ ２ 必修 

外国語 英語科概論 ２ ２ 必修 

各教科の指導法（情報機器及び教材

の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ２ 必修 

教科教育法（社会） ２ ２ 必修 

教科教育法（算数） ２ ２ 必修 

教科教育法（理科） ２ ２ 必修 

教科教育法（生活） ２ ３ 必修 

教科教育法（音楽） ２ ３ 必修 

教科教育法（図画工作） ２ ３ 必修 

教科教育法（家庭） ２ ３ 必修 

教科教育法（体育） ２ ２ 必修 

教科教育法（英語） ２ ３ 必修 

必要単位数 ３０単位 小一種免 （必修４８単位、選択２単位） 

 免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位は、大学が独自に関する科目に充当します。 
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③教育の基礎的理解に関する科目等（小一種免）              ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分等 教育学部開講科目 

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目 単位数 
配当

年次 

履修 

方法 

教
育
の
基
礎
理
念
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育関する歴史

及び思想 
教育原論 ※１ ２ １ 必修 

教職の意義及び教員の役割・職務内

容（チーム学校運営への対応を含

む。） 

教職論 ※１ ２ １ 必修 

教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。） 

教育行政学 ※１ ２ ３ 必修 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の課程 
学校教育心理学 ※１ ２ １ 必修 

特別の支援を必要とする幼児、児

童及び生徒に対する理解 
特別ニーズ教育論 ※１ ２ １ 必修 

教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラムマネジメントを含

む。） 

教育課程論 ※１ ２ ２ 必修 

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び 

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論及び指導法 道徳教育の指導法 ※１ ２ １ 必修 

総合的な学習の時間の指導法 
特別活動・総合的な学習の時間の

指導法 A 
２ ２ 必修 

特別活動の指導法 

教育の方法及び技術（情報機器及

び教材の活用を含む。） 
教育方法・技術論 A ２ ３ 必修 

生徒指導の理論及び方法 

生徒指導論・進路指導論 A ２ ３ 必修 進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含。）の理論及び
教育相談 A ２ ３ 必修 

教
育
実
践
に 

関
す
る
科
目 

教育実習 教育実習 A ５ ３ 必修 

教職実践演習 教職実践演習（初等・中等） ２ ４ 必修 

必要単位数  ２７単位 小一種免 （必修２９単位） 

 免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位は、大学が独自に関する科目に充当します。 

ア ※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

イ 「教育実習 A」を履修するためには、前提科目の履修が必要です。 

ウ 「教職実践演習（初等・中等）」を履修するためには、１年次から「学習点検シート」を提出し

ていることが必要です。また、この科目の履修は教育実習修得済み又は参加見込みのです。 
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④大学が独自に設定する科目（小一種免）                 ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

大学が独自に設定する科目     

必要単位数 ２単位 

授業科目として開講していませんが、②教科及び教科の指

導法に関する科目、③教育の基礎的理解に関する科目等の

修得単位のうち、免許法に定める最低修得単位数を超えて

修得した単位を充てることができます。 

 

(２)中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）の開講科目 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （中一種免・高一種免） ［2019 年度入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

必要単位数 ８ 必修８単位 

   

②教科及び教科の指導法に関する科目（中一種免・高一種免）        ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項 

体育実技 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（水泳Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（器械運動Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（柔道Ⅰ） １ １ いずれか 

選択必修 体育実技（剣道Ⅰ） １ １ 

体育実技（ダンスⅠ） １ ２ 必修 

球技（バレーボール） １ ２ 必修 

球技（バスケットボール） １ ２ 必修 

「体育原理、体育心理学、体育

経営管理学、体育社会学、体育

史」・運動学（運動方法学を含む） 

体育原理 ２ １ 必修 

体育心理学 ２ ２ 必修 

体育経営論 ２ ３ 必修 

体育社会学 ２ ３ 必修 

体育史 ２ ３ 必修 

運動学・運動方法学 ２ ２ 必修 

生理学（運動生理学を含む） 生理学（運動生理学を含む） ２ １ 必修 

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ２ 必修 

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む） 

学校保健（小児保健、学校安全

を含む） 
２ ２ 必修 
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④大学が独自に設定する科目（小一種免）                 ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

大学が独自に設定する科目     

必要単位数 ２単位 

授業科目として開講していませんが、②教科及び教科の指

導法に関する科目、③教育の基礎的理解に関する科目等の

修得単位のうち、免許法に定める最低修得単位数を超えて

修得した単位を充てることができます。 

 

(２)中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）の開講科目 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （中一種免・高一種免） ［2019 年度入学生］ 

教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ １ 必修 

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ １ 必修 

基礎体育Ⅱ １ １ 必修 

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ２ 必修 

英語Ⅱｂ １ ２ 必修 

情報機器の操作に関する科目 ２ 
情報処理Ⅰ １ １ 必修 

情報処理Ⅱ １ １ 必修 

必要単位数 ８ 必修８単位 

   

②教科及び教科の指導法に関する科目（中一種免・高一種免）        ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項 

体育実技 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（水泳Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（器械運動Ⅰ） １ １ 必修 

体育実技（柔道Ⅰ） １ １ いずれか 

選択必修 体育実技（剣道Ⅰ） １ １ 

体育実技（ダンスⅠ） １ ２ 必修 

球技（バレーボール） １ ２ 必修 

球技（バスケットボール） １ ２ 必修 

「体育原理、体育心理学、体育

経営管理学、体育社会学、体育

史」・運動学（運動方法学を含む） 

体育原理 ２ １ 必修 

体育心理学 ２ ２ 必修 

体育経営論 ２ ３ 必修 

体育社会学 ２ ３ 必修 

体育史 ２ ３ 必修 

運動学・運動方法学 ２ ２ 必修 

生理学（運動生理学を含む） 生理学（運動生理学を含む） ２ １ 必修 

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ２ 必修 

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む） 

学校保健（小児保健、学校安全

を含む） 
２ ２ 必修 

 

 

精神保健学 ２ ３ 必修 

運動療法（救急処置を含む） ２ ２ 必修 

各教科の指導法（情報機器及び教材の

活用を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ２ 必修 

保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ 必修 

保健体育科教育法Ⅲ ２ ２ 必修 

保健体育科教育法Ⅳ ２ ３ 中のみ必修 

必要単位数  

中一種免（２８単位） 

高一種免（２４単位） 

中一種免（必修３６単位、選択必修１単位） 

高一種免（必修３４単位、選択必修１単位） 

 免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位は、④の大学が独自に関する科目に充当します。 

 

③教育の基礎的理解に関する科目等（中一種免・高一種免）        ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分等 教育学部開講科目 

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目 単位数 
配当

年次 

履修 

方法 

教
育
の
基
礎
理
念
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育関する歴史及び

思想 
教育原論 ※１ ２ １ 必修 

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。） 
教職論 ※１ ２ １ 必修 

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。） 

教育行政学 ※１ ２ ３ 必修 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の課程 
学校教育心理学 ※１ ２ １ 必修 

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解 
特別ニーズ教育論 ※１ ２ １ 必修 

教育課程の意義及び編成の方法 

（カリキュラムマネジメントを含む。） 
教育課程論 ※１ ２ ２ 必修 

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及 

び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論及び指導法 道徳教育の指導法 ※２ ２ １ 
中免のみ

必修 

総合的な学習の時間の指導法 
特別活動・総合的な学習の

時間の指導法Ｂ 
２ ２ 必修 

特別活動の指導法 

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。） 
教育方法・技術論Ｂ ２ ３ 必修 

生徒指導の理論及び方法 

生徒指導論・進路指導論Ｂ ２ ３ 必修 
進路指導及びキャリア教育の理論及

び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含。）の理論及び方法 
教育相談Ｂ ２ ３ 必修 

教
育
実
践
に 

関
す
る
科
目 

教育実習 教育実習Ｂ ５ ３ 必修 

教職実践演習 教職実践演習（初等・中等） ２ ４ 必修 

 必要単位数  中一種免（２７単位） 

      高一種免（２３単位） 

中一種免 （必修２９単位） 

高一種免 （必修２７単位） 

 免許法に定める必要単位数を超えて修得した単位は④の大学が独自に関する科目に充当します。 
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ア ※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

イ ※２ 「道徳教育の指導法」は、中一種免のみ必修ですが、高一種免では④の大学が独自に設

定する科目の必修です。 

ウ 「教育実習 B」を履修するためには、前提科目の履修が必要です。 

エ 「教職実践演習（初等・中等）」を履修するためには、１年次から「学習点検シート」を提出し

ていることが必要です。また、この科目の履修は、教育実習修得済み又は参加見込みのです。 

 

④大学が独自に設定する科目（中一種免・高一種免）            ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教科又は教職に関する科目 道徳教育の指導法 ２ １ 
高免のみ

必修 

必要単位数  中一種免（４単位） 

高一種免（１２単位） 
高一種免（必修２単位） 

開設しているのは、高一種免の１科目２単位だけです。中一種免の開設はありません。不足する

単位数は、②教科及び教科の指導法に関する科目、③教育の基礎的理解に関する科目等の修得単位

のうち、免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位数を充当します。 

 

(３)特別支援学校教諭一種免許状の開講科目 

⑤特別支援教育に関する科目                        ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

特別支援教育の基礎理論に関する科

目 
２ 特別支援教育論 ２ １ 必修 

特別支援教

育領域に関

する科目 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の心

理、生理及び病理に関

する科目 

16 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ １ 

必修 
肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ２ 

病弱者の心理・生理・病理 ２ ２ 

知的障害者の発達と心理 ２ ２ 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の教

育課程及び指導法 

に関する科目 

障害児の教育課程 ２ ２ 

必修 
知的障害教育指導法 ２ ３ 

肢体不自由教育指導法 ２ ３ 

病弱教育指導法 ２ ３ 

免許状に定

められるこ

ととなる特

別支援教育

領域以外の

領域に関す

る科目 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の心

理、生理及び病理に関

する科目 
５ 

重複障害教育総論 ２ ３ 

必修 言語障害教育総論 ２ ３ 

感覚障害教育総論 ２ ３ 
心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の教

育課程及び指導法に関

する科目   

発達障害教育総論 ２ ２ 必修 

情緒障害教育総論 ２ ４ 選択 

心身に障害のある幼児、児童又は

生徒についての教育実習 
３ 教育実習Ｃ ３ ４ 必修 

必要単位数 ２６単位 必修２９単位、選択２単位 
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ア ※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

イ ※２ 「道徳教育の指導法」は、中一種免のみ必修ですが、高一種免では④の大学が独自に設

定する科目の必修です。 

ウ 「教育実習 B」を履修するためには、前提科目の履修が必要です。 

エ 「教職実践演習（初等・中等）」を履修するためには、１年次から「学習点検シート」を提出し

ていることが必要です。また、この科目の履修は、教育実習修得済み又は参加見込みのです。 

 

④大学が独自に設定する科目（中一種免・高一種免）            ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当

年次 
備考 

教科又は教職に関する科目 道徳教育の指導法 ２ １ 
高免のみ

必修 

必要単位数  中一種免（４単位） 

高一種免（１２単位） 
高一種免（必修２単位） 

開設しているのは、高一種免の１科目２単位だけです。中一種免の開設はありません。不足する

単位数は、②教科及び教科の指導法に関する科目、③教育の基礎的理解に関する科目等の修得単位

のうち、免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位数を充当します。 

 

(３)特別支援学校教諭一種免許状の開講科目 

⑤特別支援教育に関する科目                        ［2019 年度入学生］ 

免許法施行規則に定める科目区分 

教育学部開講科目 

授業科目 単位数 
配当 

年次 
備考 

特別支援教育の基礎理論に関する科

目 
２ 特別支援教育論 ２ １ 必修 

特別支援教

育領域に関

する科目 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の心

理、生理及び病理に関

する科目 

16 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ １ 

必修 
肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ２ 

病弱者の心理・生理・病理 ２ ２ 

知的障害者の発達と心理 ２ ２ 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の教

育課程及び指導法 

に関する科目 

障害児の教育課程 ２ ２ 

必修 
知的障害教育指導法 ２ ３ 

肢体不自由教育指導法 ２ ３ 

病弱教育指導法 ２ ３ 

免許状に定

められるこ

ととなる特

別支援教育

領域以外の

領域に関す

る科目 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の心

理、生理及び病理に関

する科目 
５ 

重複障害教育総論 ２ ３ 

必修 言語障害教育総論 ２ ３ 

感覚障害教育総論 ２ ３ 
心身に障害のある幼

児、児童又は生徒の教

育課程及び指導法に関

する科目   

発達障害教育総論 ２ ２ 必修 

情緒障害教育総論 ２ ４ 選択 

心身に障害のある幼児、児童又は

生徒についての教育実習 
３ 教育実習Ｃ ３ ４ 必修 

必要単位数 ２６単位 必修２９単位、選択２単位 

 

 

小学校教育コース、保健体育教育コースとも副専攻免許として特別支援学校教諭一種免許状を取

得することが可能です。また、副専攻免許が必要でなくても授業を受けたいという場合は、教育実

習Ｃを除く科目を履修することができます。 

 

３．教育実習 

（１）教育実習の時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、小学校は４週間、中学校は３週間、高等学校は３週間、特別支援学校は２週

間と学校種によって異なります。また、実習校により期間が延長される場合があります。 

（２）教育実習履修要件 

教育実習を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要件を

満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

①「教育実習 A」（小一種免）                      ［2019 年度入学生］ 

配当 

年次 
授業科目 単位数 授業科目 単位数 

１
年
次 

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法 ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２
年
次 

特別活動・総合的な学習の時

間の指導法Ａ 
２ ☆ 国語科概論Ⅱ（書写実習を含む) ２ ＊ 

教育課程論 ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

   英語科概論 ２ ＊ 

３
年
次 

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論Ａ ２ □    

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論Ａ ２     

教育相談Ａ ２     

教育実習Ａ ５     

ⅰ ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末

までに修得） 

ⅲ □の科目を当該年度で履修登録していること。 

ⅳ ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ ＊の科目のうち、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ 介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 

ⅶ 教育実習時に「学校インターンシップＡ」を履修済みであることが望ましい。 

  ⅷ 学習点検シートを毎年度提出していること。 
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②「教育実習 B」（中・高一種免）                    ［2019 年度入学生］ 

 教職関係科目 教科に関する講義科目 実技科目 

１
年
次 

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学（運動生理学
を含む） 

２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    体育実技（器械運動Ⅰ） １  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２
年
次 

特別活動・総合的な学

習の時間の指導法Ｂ 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保
健・学校安全を含む） 

２  
球技（バスケットボー
ル） 

１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法（救急処置
を含む） 

２  
 

  

３
年
次 

教育方法・技術論Ｂ ２ □ 体育経営論 ２     

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指
導論Ｂ 

２  精神保健学 ２     

教育相談Ｂ ２        

教育実習Ｂ ５        

ⅰ ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 
ⅱ ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末まで

に修得） 
ⅲ ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 
ⅳ □の科目を当該年度で履修登録していること。 
ⅴ 「教科に関する講義科目」のうち、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 
ⅵ 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 
ⅶ 介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 
ⅷ 教育実習時に「学校インターンシップＢ」を履修済みであることが望ましい。 
ⅸ 学習点検シートを毎年度提出していること。 

③「教育実習 C」（特支一種免）                     ［2019 年度入学生］ 

履修年次 特別支援教育に関する科目 

１年次 
特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２年次 

知的障害者の発達と心理 ２  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

３年次 

知的障害教育指導法 ２ ★ 

肢体不自由教育指導法 ２ ★ 

病弱教育指導法 ２ ★ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４年次 

発達障害教育総論 ２  

情緒障害教育総論 ２  

教育実習Ｃ ３  

ⅰ ☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 
ⅱ ★の科目を実習前年度までに履修済であること。 
ⅲ 小学校又は中学校、高等学校の教員免許状を取得見込みであること。 
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②「教育実習 B」（中・高一種免）                    ［2019 年度入学生］ 

 教職関係科目 教科に関する講義科目 実技科目 

１
年
次 

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学（運動生理学
を含む） 

２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    体育実技（器械運動Ⅰ） １  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２
年
次 

特別活動・総合的な学

習の時間の指導法Ｂ 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保
健・学校安全を含む） 

２  
球技（バスケットボー
ル） 

１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法（救急処置
を含む） 

２  
 

  

３
年
次 

教育方法・技術論Ｂ ２ □ 体育経営論 ２     

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指
導論Ｂ 

２  精神保健学 ２     

教育相談Ｂ ２        

教育実習Ｂ ５        

ⅰ ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 
ⅱ ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末まで

に修得） 
ⅲ ●の科目を修得していること。 
ⅳ □の科目を当該年度で履修登録していること。 
ⅴ 「教科に関する講義科目」のうち、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 
ⅵ 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 
ⅶ 介護等体験を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する者を除く。 
ⅷ 教育実習時に「学校インターンシップＢ」を履修済みであることが望ましい。 
ⅸ 学習点検シートを毎年度提出していること。 

③「教育実習 C」（特支一種免）                     ［2019 年度入学生］ 

履修年次 特別支援教育に関する科目 

１年次 
特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２年次 

知的障害者の発達と心理 ２  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

３年次 

知的障害教育指導法 ２ ★ 

肢体不自由教育指導法 ２ ★ 

病弱教育指導法 ２ ★ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４年次 

発達障害教育総論 ２  

情緒障害教育総論 ２  

教育実習Ｃ ３  

ⅰ ☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。 
ⅱ ★の科目を実習前年度までに履修済であること。 
ⅲ 小学校又は中学校、高等学校の教員免許状を取得見込みであること。 

 

 

【全入学年度生共通】 

４ ．介 護 等 体 験  

 小学校及び中学校の教員免許状を取得するためには、免許法で定められている科目の修得以外に

教育職員免許法の特例法に関する法律により、特別支援学校２日間、社会福祉施設５日間 計７日間

の介護等体験が必要です。 

 教育学部では、３年次に「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修の上、介護等体験を行いま

す。だたし、特別支援学校の教員免許状を取得する者は介護等体験が免除されます。（「介護等体験

（事前事後指導含む）」の履修の必要はありません）。 

 特別支援学校は教育委員会が、社会福祉施設は社会福祉協議会が管轄しており、体験場所・体験

期間については各機関から大学に配当されるので、個人が体験場所や時期を指定することはできま

せん。また、介護等体験には別途費用がかかります。 

 

５．教員免許状の申請 

 教員免許状は、基礎資格（学士の学位を有すること＝大学を卒業する）を有し、教員免許状取得

に必要な全ての単位を修得した者が各都道府県教育委員会に申請をして教員免許状が授与されます。

本学では、教員免許状申請要件を満たした者を一括して大阪府教育委員会に教員免許状の授与申請

を行ないます。（教員免許状は、都道府県教育委員会が授与するものであって、大学が授与するもの

ではありません。） 

 教員免許状取得希望者は、４年次に開催する２回のガイダンス（７月・１０月）に必ず出席して

ください。ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 

※教員免許状一括申請に関する窓口は教職支援センターとなります。 

 

  ①申請方法（４年次） 

申請方法 対象者 

一括申請 
大学がまとめて大阪府教

育委員会に申請する 

次の要件を満たしていること 

・後期成績発表時に「卒業確定」となった者 

・教員免許状取得に必要な単位を全て修得した者 

個人申請 

卒業後に各自の居住地の

都道府県教育委員会に自

分で申請をする 

・一括申請の要件を満たさなかった者 

・編入生、科目等履修生 

 

  ②申請手続きの流れ（４年次） 

 内容 日程 

１ 
第１回目 

教員免許状一括申請ガイダンス 

7 月上旬 

※詳細日程は行事予定表で確認してください。 

２ 
・申請書類の提出 

・申請費用の納入 
第１回ガイダンスで周知する 

３ 
第２回目 

教員免許状一括申請ガイダンス 

１０月中下旬 

※詳細日程は行事予定表で確認してください。 

４ 教員免許状一括申請者の確定 ２月中旬（後期成績発表日） 

５ 
大学より大阪府教育委員会に 

教員免許状授与申請 
２月下旬 

６ 一括申請取下げ者に申請費用の返金 ２月下旬～３月上旬 

７ 教員免許状の発送 卒業式後に本人指定の住所宛に郵送 
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 余暇時代、生涯スポーツの時代といわれている現在、レクリエーションの理念や手法を身につけた

指導者の必要性が広く認識されるようになっています。体育・スポーツとレクリエーションの結びつ

きは強く、地域社会や学校、健康産業などあらゆる職域分野で活躍を希望する者にとって必要な資格

となっています。 

 教育学部は公益財団法人日本レクリエーション協会の養成課程認定校に指定され、レクリエーショ

ン・インストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者資格を取得することができます。 

 

レクリエーション・インストラクター 

 卒業所要単位及びつぎの表（教育学部開講科目）の単位を修得すれば、レクリエーション・インス

トラクターの資格を取得できます。 

 

講習科目 時間数 教育学部開講科目 単位 

レクリエーション理論 15Ｈ レクリエーション教育論 ２単位 

レクリエーション実技 36Ｈ 

レクリエーション教育実技 １単位 

ニュースポーツ １単位 

現場実習 9Ｈ 

教育実習Ａ 

教育実習Ｂ           いずれか 1科目 

アダプテッド・スポーツ実習 

５単位 

５単位 

１単位 

 

２ 公益財団法人日本レクリエーション協会 レクリエーション指導者資格 
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 余暇時代、生涯スポーツの時代といわれている現在、レクリエーションの理念や手法を身につけた

指導者の必要性が広く認識されるようになっています。体育・スポーツとレクリエーションの結びつ

きは強く、地域社会や学校、健康産業などあらゆる職域分野で活躍を希望する者にとって必要な資格

となっています。 

 教育学部は公益財団法人日本レクリエーション協会の養成課程認定校に指定され、レクリエーショ

ン・インストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者資格を取得することができます。 

 

（１）レクリエーション・インストラクター 

 卒業所要単位及びつぎの表（教育学部開講科目）の単位を修得すれば、レクリエーション・インス

トラクターの資格を取得できます。 

 

講習科目 時間数  体育学部開講科目 単位 

レクリエーション理論 15Ｈ レクリエーション教育論 ２単位 

レクリエーション実技 36Ｈ 

レクリエーション教育実技 ２単位 

ニュースポーツ １単位 

現場実習 9Ｈ 

教育実習Ａ 

教育実習Ｂ           いずれか 1科目 

アダプテッド・スポーツ実習 

５単位 

５単位 

１単位 

 

２ 公益財団法人日本レクリエーション協会 レクリエーション指導者資格  

 障がい者スポーツの振興と競技力向上にあたる指導者の資質と指導力向上をはかり、指導活動の促

進と指導体制を確立するための資格で、資格認定は（公財）日本障がい者スポーツ協会が行います。 
 初級障がい者スポーツ指導員資格は下表に定められた科目を履修し単位を修得することで取得でき

ます。 
 中級障がい者スポーツ指導員は初級障がい者スポーツ指導員の科目と中級障がい者スポーツ指導員

の科目の両方の科目を履修し単位を修得することで資格を取得できます。 
 なお、資格取得後も毎年協会への更新登録（有料）が必要となります。 

※資格申請についてのガイダンスは４年次に行います。 

 
 
（１）初級障がい者スポーツ指導員 
  主に初めてスポーツに参加する障がい者に対し、スポーツの喜びや楽しさを重視したスポーツの

導入を支援します。 
  指導員は、障がいの基本内容を理解し、スポーツの導入に必要な基本的知識･技術を身につけ、実

践にあたっては、健康や安全を重視した指導を行います。 
 
 【２０１９年度入学生】 

基準カリキュラム 時間数 教育学部開講科目 

障がい者福祉施策と障がい者スポーツ ２ アダプテッド・スポーツ論 

ボランティア論 ２ 
アダプテッド・スポーツ実習 
アダプテッド・スポーツ論 

障がい者スポーツの意義と理念 ２ 
アダプテッド・スポーツ論 
体育社会学 

安全管理 １ アダプテッド・スポーツ論 

障がいの理解とスポーツ ５ アダプテッド・スポーツ論 
（公財）日本障がい者スポーツ協会公認 
障がい者スポーツ指導者制度 

１ アダプテッド・スポーツ論 

全国障害者スポーツ大会の概要 １ アダプテッド・スポーツ論 

障がいに応じたスポーツの工夫・実施（実技） ２ アダプテッド・スポーツ実技 

障がい者との交流（実技） ２ アダプテッド・スポーツ実習 
 
（２）中級障がい者スポーツ指導員 
  地域における障がい者スポーツのリーダーとしての役割を持ち、指導現場では充分な知識、技術

に基づいた指導ができ、指導員の模範となる者です。 
  指導員は、地域のスポーツ大会や行事の企画･運営に参加するとともに、全国障害者スポーツ大会

に参加する選手団のコーチとして、選手選考やその強化･育成の役割を担います。 
  さらに指導員の組織化や運営にも関わり、地域の障がい者スポーツ振興を進めます。 
  なお、中級障がい者スポーツ指導員資格には、各科目の履修と活動実績が必要となります。 

 

３ 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 障がい者スポーツ指導員資格 
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 【２０１９年度入学生】 

基準カリキュラム 時間数 教育学部開講科目 

障がい各論 
※身体障がい（内部障がいを含む）６時間以上、知的障

がい３時間以上、精神障がい２時間以上 
１１ 

肢体不自由者の心理・生理・病理

病弱者の心理・生理・病理 
知的障害者の心理・生理・病理 
精神保健学 

補装具の理解 ２ 
アダプテッド・スポーツ論 
アダプテッド・スポーツ指導法 

文化としてのスポーツ ２ 
アダプテッド・スポーツ論 
体育社会学 

身体の仕組み ３ 生理学（運動生理学を含む） 

トレーニング論 ３ 体力づくり論 

発育・発達 ３ 
体力づくり論 
生理学（運動生理学を含む） 

救急処置法 ３ 運動療法（救急処置を含む） 

スポーツ心理学Ⅰ ３ 体育心理学 

スポーツと栄養 ２ 体力づくり論 

障がい者のスポーツ指導における留意点 ３ アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会の歴史と目的と意義 ２ アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会選手団の編成とコーチの

役割 ２ アダプテッド・スポーツ論 

全国障害者スポーツ大会の実施競技 ２ 
アダプテッド・スポーツ実技 
アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会の障害区分 ２ アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則 
※全国障害者スポーツ大会で実施する競技の中から、陸

上３時間、水泳３時間、その他３競技を各２時間 
１２ 

アダプテッド・スポーツ実技 
体育実技（水泳Ⅰ） 

最重度障がい者のスポーツの実際 ２ 
アダプテッド・スポーツ実技 
肢体不自由教育指導法 

活動実績 
８０Ｈ 

以上 
活動実績証明書（１０日以上） 

 

 

 本学では、神戸親和女子大学との間で小学校免許取得プログラムの大学間協定を結び、本学学生が

神戸親和女子大学の通信教育部の科目等履修生として、必要な科目を履修し単位修得することにより、

小学校教諭一種免許状を取得することができます。 

 このプログラムは原則として２年次生から開始し、卒業までの３年間での履修となります。履修ガ

イダンスは１２月初旬（予定）に実施します。履修希望者は本学での審査を受け、合格した者だけに

履修を許可します。 

このプログラムは、神戸親和女子大学の科目履修料として約６０万円が必要となります。 

※教育職員免許法・同施行規則（以下「免許法」という。）の改正に伴い、２０１９年度入学生から

は新しい免許法に定められた科目の履修となります。詳しくは、１２月初旬に予定している履修

ガイダンスで説明します。 

 

（１）履修上の注意 

①このプログラムは中学校又は高等学校教諭一種免許状（保健体育）の取得が前提となっており、

中学校又は高等学校教諭免許状の取得ができなければ、神戸親和女子大学にて小学校教諭免許

状取得に必要な単位を全て修得していたとしても、小学校教諭免許状のみの取得はできません。 

 なお、高等学校教諭一種免許状の取得を前提とする場合は、「介護技術講義」を履修する必要が

あります。 

②教育実習は３年次の後期に中学校又は高校（保健体育）を３週間、４年次後期に小学校の教育

実習４週間となります。 

③卒業時に小学校教諭免許状に必要な単位を一部修得できなかった場合は、卒業後も神戸親和女

子大学の科目等履修生として継続して履修し、単位修得すれば、免許の取得は可能です。 

 

（２）テキスト履修及びスクーリング履修の科目について 

①テキスト履修科目  

 指定教材（テキスト）をもとに自宅で学習を始め、科目ごとに課せられた報告課題（レポート）

を作成します。作成したレポートへの添削指導を通じて学習を進め、最終的にレポート・科目修

了試験ともに合格することで科目の単位を修得できます。 

②スクーリング履修科目  

 神戸親和女子大学から指定された日時（主な時期：週末及び８月、９月）に、神戸親和女子大

学で直接授業を受けます。科目ごとに定められた授業時間すべてに出席し、試験等に合格するこ

とで科目の単位を修得できます。 

 

（３）小学校教諭一種免許取得に必要な科目･単位数        ［2018 年度以前入学生] 

①教育職員免許法施行規則第 

６６条の６に定める科目 
８単位 

②教職に関する科目 ４１単位 

③教科に関する科目  ８単位 

④教科又は教職に関する科目 １０単位 

合     計 ６７単位 

 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

 各免許共通ですので、中高教員免許（保健体育）の科目として履修してください。

４ 小学校教諭一種免許状（保健体育教育コースのみ） 

－ 120 － － 121 －



 【２０１９年度入学生】 

基準カリキュラム 時間数 教育学部開講科目 

障がい各論 
※身体障がい（内部障がいを含む）６時間以上、知的障

がい３時間以上、精神障がい２時間以上 
１１ 

肢体不自由者の心理・生理・病理

病弱者の心理・生理・病理 
知的障害者の心理・生理・病理 
精神保健学 

補装具の理解 ２ 
アダプテッド・スポーツ論 
アダプテッド・スポーツ指導法 

文化としてのスポーツ ２ 
アダプテッド・スポーツ論 
体育社会学 

身体の仕組み ３ 生理学（運動生理学を含む） 

トレーニング論 ３ 体力づくり論 

発育・発達 ３ 
体力づくり論 
生理学（運動生理学を含む） 

救急処置法 ３ 運動療法（救急処置を含む） 

スポーツ心理学Ⅰ ３ 体育心理学 

スポーツと栄養 ２ 体力づくり論 

障がい者のスポーツ指導における留意点 ３ アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会の歴史と目的と意義 ２ アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会選手団の編成とコーチの

役割 ２ アダプテッド・スポーツ論 

全国障害者スポーツ大会の実施競技 ２ 
アダプテッド・スポーツ実技 
アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会の障害区分 ２ アダプテッド・スポーツ指導法 

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則 
※全国障害者スポーツ大会で実施する競技の中から、陸

上３時間、水泳３時間、その他３競技を各２時間 
１２ 

アダプテッド・スポーツ実技 
体育実技（水泳Ⅰ） 

最重度障がい者のスポーツの実際 ２ 
アダプテッド・スポーツ実技 
肢体不自由教育指導法 

活動実績 
８０Ｈ 

以上 
活動実績証明書（１０日以上） 

 

 

 本学では、神戸親和女子大学との間で小学校免許取得プログラムの大学間協定を結び、本学学生が

神戸親和女子大学の通信教育部の科目等履修生として、必要な科目を履修し単位修得することにより、

小学校教諭一種免許状を取得することができます。 

 このプログラムは原則として２年次生から開始し、卒業までの３年間での履修となります。履修ガ

イダンスは１２月初旬（予定）に実施します。履修希望者は本学での審査を受け、合格した者だけに

履修を許可します。 

このプログラムは、神戸親和女子大学の科目履修料として約６０万円が必要となります。 

※教育職員免許法・同施行規則（以下「免許法」という。）の改正に伴い、２０１９年度入学生から

は新しい免許法に定められた科目の履修となります。詳しくは、１２月初旬に予定している履修

ガイダンスで説明します。 

 

（１）履修上の注意 

①このプログラムは中学校又は高等学校教諭一種免許状（保健体育）の取得が前提となっており、

中学校又は高等学校教諭免許状の取得ができなければ、神戸親和女子大学にて小学校教諭免許

状取得に必要な単位を全て修得していたとしても、小学校教諭免許状のみの取得はできません。 

 なお、高等学校教諭一種免許状の取得を前提とする場合は、「介護技術講義」を履修する必要が

あります。 

②教育実習は３年次の後期に中学校又は高校（保健体育）を３週間、４年次後期に小学校の教育

実習４週間となります。 

③卒業時に小学校教諭免許状に必要な単位を一部修得できなかった場合は、卒業後も神戸親和女

子大学の科目等履修生として継続して履修し、単位修得すれば、免許の取得は可能です。 

 

（２）テキスト履修及びスクーリング履修の科目について 

①テキスト履修科目  

 指定教材（テキスト）をもとに自宅で学習を始め、科目ごとに課せられた報告課題（レポート）

を作成します。作成したレポートへの添削指導を通じて学習を進め、最終的にレポート・科目修

了試験ともに合格することで科目の単位を修得できます。 

②スクーリング履修科目  

 神戸親和女子大学から指定された日時（主な時期：週末及び８月、９月）に、神戸親和女子大

学で直接授業を受けます。科目ごとに定められた授業時間すべてに出席し、試験等に合格するこ

とで科目の単位を修得できます。 

 

（３）小学校教諭一種免許取得に必要な科目･単位数        ［2018 年度以前入学生] 

①教育職員免許法施行規則第 

６６条の６に定める科目 
８単位 

②教職に関する科目 ４１単位 

③教科に関する科目  ８単位 

④教科又は教職に関する科目 １０単位 

合     計 ６７単位 

 

①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

 各免許共通ですので、中高教員免許（保健体育）の科目として履修してください。

４ 小学校教諭一種免許状（保健体育教育コースのみ） 

－ 120 － － 121 －
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④教科又は教職に関する科目 

 教科又は教職に関する科目として１０単位が必要となりますので、教職に関する科目の超過分

９単位と教科に関する科目の超過分２単位との計１１単位を充当します。 

 

【２０１９年度入学生】 

免許法の改正に伴い、２０１９年度入学生からは新しい免許法に定められた科目の履修となりま

す。小学校教諭１種免許状の取得に必要な科目・単位数等詳細については、１２月実施のガイダ

ンスにて説明をします。 

②教職に関する科目             ※ Ｔ:テキスト履修科目  Ｓ:スクーリング科目 

免許法施行規則に 
定める科目区分 

単位 
神戸親和女子大学 

開講科目 
単 位 

履修方法 
※本学で修得した単位
より充当可能な単位数 Ｔ Ｓ 

教職の意義等に関 
する科目 

２  ― 
   

教職論 ２ 

教育の基礎理論に関
する科目 

６  ― 
   教育原論  

学校教育心理学 
教育行政学 

２ 
２ 
２ 

教育課程及び指導法
に関する科目 

２ 教育課程論（初等） ２ 
    

各教科の指導法 １４ 

教科教育法・国語 
教科教育法・社会 
教科教育法・算数 
教科教育法・理科 
教科教育法・生活 
教科教育法・音楽 
教科教育法・図画工作 
教科教育法・家庭 
教科教育法・体育 

２ 
２ 
２ 
 

２ 
 
 

２ 
 

 

 
 

２ 
 

２ 
２ 
 

２ 

 

必修 

   

     

   

道徳の指導法 ２ 道徳教育の研究（初等） ２     

特別活動の指導法 ２ 特別活動の研究（初等） ２  

教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む） 

２ 
 
教育方法･技術論(初等) ２ 

 

生徒指導、教育相談
及び進路指導等に関
する科目 

４ 
生徒・進路指導論（初等） 
教育相談（初等） 

２ 
 

２ 

  
必修 

生徒指導論・進
路指導論Ｂ又
は教育相談Ｂ 

２ 

教育実習 ５ 

教育実習（初等） ４  必修 

教育実習Ｂ ３ 教育実習事前・事後指
導（初等） 

 
１ 必修 

教職実践演習 ２  ―    教職実践演習 ２ 

    計 ４１ 必修単位数 ３５  充当単位 １５ 

※ 本学で修得した「教職に関する科目」の単位を小学校教諭免許に必要な「教職に関する科目」

に充てることができます。ただし、中学校教諭免許状の取得ができない場合は、この単位の

流用はできません。 

 

③教科に関する科目             ※ Ｔ:テキスト履修科目  Ｓ:スクーリング科目 

免許法施行規則に 
定める科目区分等 神戸親和女子 

大学開講科目 

単位 
履修方法 

 科    目 単位 Ｔ Ｓ 

国語（書写を含む） 

８ 

〇国    語 ２  

〇印の科目から４科目８単位 
 以上選択必修 

社    会 〇社    会 ２  

算    数 〇算    数 ２  

理    科 〇理    科 ２  

 生    活 〇生    活 ２  

 家    庭 〇家    庭 ２  

音    楽 △音    楽 １ １ 

△印の科目から１科目２単位 
  以上選択必修 

図 画 工 作 △美    術 １ １ 

体    育 △体    育 １ １ 

計 ８ 選択必修単位数 １０  

－ 122 － － 123 －



   

④教科又は教職に関する科目 

 教科又は教職に関する科目として１０単位が必要となりますので、教職に関する科目の超過分

９単位と教科に関する科目の超過分２単位との計１１単位を充当します。 

 

【２０１９年度入学生】 

免許法の改正に伴い、２０１９年度入学生からは新しい免許法に定められた科目の履修となりま

す。小学校教諭一種免許状の取得に必要な科目・単位数等詳細については、１２月実施のガイダ

ンスにて説明をします。 

－ 122 － － 123 －
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